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助成事業完了報告書
日本財団　会長　笹川　陽平　殿
報告日付：　平成30年　１月15日
事業ID：２０１６４０２６４９
事業名：全国各地のセーリング大会に
おける親水事業の実施(海と日本2017)
団体名：（公財）日本セーリング連盟
代表者名：　河野　博文　　　　　　印
TEL：03-3481-2357
FAX：03-3481-0414
事業完了日：平成29年12月30日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業費総額　　　　　　24,992,967円　（収支計算書に記載する決算額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自己負担額　　　　　　　5,002,967円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　 　　 

助成金額          19,990,000円　（万円未満は切り捨て）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
返還見込み額          10,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　 　　　
事業内容：　　　　　　　　　　　　　　　　
1.親水イベントの実施
（1）時期：2016年６月〜１０月　各1回　計12回

（2）場所：a.香川県高松市、b.大阪府貝塚市、c.千葉県千葉市、ｄ.福岡県福岡市、e.北海道小樽市、f.新潟県聖篭町(事情により中止)、g. 東京都江東区、h.山口県光市、i.鳥取県境港市、j.神奈川県藤沢市/葉山町、
k.青森県青森市、l.和歌山県和歌山市、m.愛媛県新居浜市

（3）参加者：延べ7,066名
（a.280、b.146、c.316、d.103、e.1420、f.0、g.612、h.1634、i.590、j.181、k.70、l.285、m.1500）

（4）内容：（詳細は別添１、および別途提出物参照）
a. 6/24-25,7/8-9,7/17/-8/31に 「海と日本プロジェクト in たかまつ」を開催し、「海辺を楽しもう」「沖に出てみよう」「海辺を描こう」の3テーマで様々なイベントを実施した。

b. 6/25に 「～海と日本プロジェクト2017　～in 二色の浜 大阪湾クリーン作戦＆体験セーリング」を開催し、①浜辺の清掃大会、②クルーザー体験乗船、③ディンギー体験乗船を行った。
c. 7/15-17に 「～海と日本プロジェクト～千葉の海に丸ごと触れ合おう！あなたの海の日！」を開催し、①体験乗船②モーターボート乗船、③海浜ゴミ拾い、④絵日記コンテストを行った。
d. 7/15-16に 「海と日本プロジェクト」福岡ビーチフェス を開催し、ウィンドサーフィン体験会を行った。
e. 7/16-8/20のロングランで 「海と日本プロジェクト」海につながる人・体験　ボート天国マリンフェスタ を開催し、
①体験乗船（クルーザー/カヌー/SUP/ローボート/ディンギー）、②市民海上運動会③いかだレースを行った。
f. 「海と日本プロジェクト　IN　聖籠マリンフェスタ」を開催予定であったが、事情により中止。


g. 7/17に「海と日本プロジェクト・マリンフェスティバル2017」を開催し、①クルーザー体験乗船②水上バイク③プール④救助訓練⑤アクセスディンギー⑥SUP/カヌー⑦・料理教室レシピ紹介⑧紹介レシピの試食会を行った。
h. 7/17に「〜海と日本プロジェクト〜海と渚の自然体験フェスティバル」
①ビーチクリーン②マリンスポーツ体験(ディンギー/動力船/クルーザー/バナナボート/サーフカヌー/グラスボート/ＳＡＰ/アクアボール/水鉄砲ゲーム)②ネイチャークラフト（サンドボトル/フレームアート）③陸上水遊び（ボルダリング/魚すくい/ボルダリング）④アート(流木アート/ウォーターアート)⑤海鮮屋台村を行った。
i. 7/22-23に「海と日本プロジェクト in 境港」を開催し、①体験乗船(クルーザー体験航海/クルーザーレース体験/ディンギー操船体験/ジェットスキー)②水難救助実演デモ③太平洋単独航海紹介(航海艇および航海写真展示/艇長による航海体験談)④シーフードバーベキュー⑤陸上水遊び(プール/水鉄砲/ボール) 行った。
　j. 7/26-27に「海と日本プロジェクト オリンピック海場体験2017」を開催し、葉山/江の島間往復による①オリンピック海面見学②大型艇クルージング体験③クルーザー体験乗船を行った。
k. 7/30に「海と日本プロジェクト in むつ」を開催し、①体験乗船(ディンギー/ラバーボート)②陸上でのヨット教室③模擬レース体験④海鮮バーベキューを行った。
l. 8/11-13に「～海と日本プロジェクト～和歌浦・海物語2017」を開催し、①クルーザーヨット体験②インターハイヨットレース観戦を行った。
m. 10/1-4に「〜海と日本プロジェクト〜ヨットレースを見てみよう in 新居浜」を開催し、①国体ヨットレース観戦②寄せ書き/塗り絵を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.事業目標の達成状況：　　　　　　　　
【申請時の目標】

· 全国13カ所での開催。
· 参加者6,500名
【目標の達成状況】
定性目標
A) 子供たちから保護者までの様々な参加者が、直接「海」との接点を持つことで、自らの健康への影響や精神的な喜びなど、「海」がもたらす素晴らしさを感じる。
B) 参加者自らが、海上に出ることで、での安全対策や、自然環境の保全の大切さを実感し、そのような活動に自らが参加しようとする認識を高める。
C) 「海」をテーマにしたイベントを実施するものが、参加した地域住民との接点を持ち、相互理解によって、地元に根付いたマリンスポーツの更なる普及の重要性を認識する。

アンケートを実施し、参加者より567通の回答を得て、3項目とも、狙い通りの目標を達成できたことが証明された。(愛媛を除く)

定量目標

· 全国12カ所で開催（92.3%）<イベント前の事故発生にて1件開催中止>
· 参加実績7,066名（108.7%）
· マスコミの取り上げ13カ所（100%）

2.事業実施によって得られた成果：

· 当初に設定した定性目標/定量目標ともにほぼ達成できた。
· 「海の日」を前後した日程で、「海」そのものを意識してもらうことができた。
· 家族全体（子供及びその保護者）に対して、海上に出て遊ぶこと、海鮮の食材を使った食育を提供し、セーリングに関する関心や、スポーツを応援する気持ちを醸成できた。
· 特に、「海に接することを継続したい」というアンケート回答が多くあった。

3.成功したこととその要因

1 行政やマスコミに対して、積極的に後援依頼を行い、既存セーリング連盟関係者以外の市民に対して、十分な広報活動が実施でき、集客できた。
2 日本財団の助成により、充実したイベント事業予算を確保でき、多彩なイベントを実施するのに対応した専門家や施設、環境を確保することができた。
3 連続開催することで、開催地の工夫が膨らみ、集客できる仕掛けを共有できた。

4.失敗したこととその要因

1 開催件数の未達
新潟県聖篭町では、イベントを開催する予定であった海で、自治体が海開きを準備していた際に、死亡事故が発生し、イベント自体の開催を中止せざるを得なかった。


以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業成果物：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· ホームページ（全国案内、個別地域案内）
URL：http://jsaf-umipro.com/index.html
· イベント横断幕（5セット）
記念写真として掲載
· ・ポスター/パンフレット（開催地別）
別途提出
· 記念品（エコバック）
別途提出
· 記念写真、寄せ書き/コンテスト絵画
ホームページに掲載
· 開催地別海と日本プロジェクト報告書（開催地域毎簿報告書）
別添２
· マスコミ露出物
ＤＶＤ、Copy ：別途提出
You Tube　　：(青森) https://youtu.be/D8hy7erVY_4、
　　　　　　　　　 (神奈川) https://www.youtube.com/watch?v=4Ea2794dlwI
· アンケート結果
次ページにて（アンケート用紙は別添３）
◆定性情報結果

アンケート集計結果（除く愛媛）Ｎ＝５６７
	選択肢
設問
	①
	②
	③
	4 
	⑤
	合計


	１
	525
	42
	
	
	
	567

	２(複数選択有)
	8
	47
	527
	16
	
	598

	３(複数選択有)
	16
	8
	417
	199
	13
	653

	４(複数選択有)
	357
	69
	95
	306
	6
	833

	５(複数選択有)
	13
	206
	72
	337
	4
	632


選択肢の比率（愛媛）
	選択肢
設問
	①
	2 
	3 
	④
	5 

	１
	93%
	7%
	
	
	

	２
	1%
	8%
	88%
	3%
	

	３
	2%
	1%
	64%
	30%
	2%

	４
	43%
	8%
	11%
	37%
	1%

	５
	2%
	33%
	11%
	53%
	1%


アンケート集計結果（愛媛）Ｎ＝１３９
	選択肢
設問
	①
	②
	③
	④
	⑤
	⑥
	合計

	１
	125
	0
	14
	
	
	
	139

	２(複数選択有)
	124
	18
	0
	0
	3
	3
	148

	３(複数選択有)
	129
	10
	0
	
	
	
	139

	４(複数選択有)
	34
	72
	32
	3
	9
	
	150

	５(複数選択有)
	36
	20
	46
	63
	6
	
	171


選択肢の比率（除く愛媛）
	選択肢
設問
	①
	②
	③
	④
	⑤
	⑥

	１
	89.9%
	0.0%
	10.1%
	　
	　
	　

	２(複数選択有)
	89.2%
	12.9%
	0.0%
	0.0%
	2.2%
	2.2%

	３(複数選択有)
	92.8%
	7.2%
	0.0%
	　
	　
	　

	４(複数選択有)
	24.5%
	51.8%
	23.0%
	2.2%
	6.5%
	　

	５(複数選択有)
	25.9%
	14.4%
	33.1%
	45.3%
	4.3%
	　


（様式）
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収支計算書
（　H28年5月10日から　H28年12月27日まで）
	収入の部
	
	
	
	
	
	
	（単位：円）

	科目
	予算額
	決算額
	
	
	受入済額
	返還額
	備考

	日本財団助成金
	　20,000,000
	　19,990,000
	
	
	　20,000,000
	　△10,000
	　

	自己負担
	　5,950,000
	5,002,967
	
	
	5,950,000　
	　
	　

	収入合計
	25,950,000
	24,992,967
	
	
	25,950,000　
	　
	　

	
	
	
	
	
	
	
	

	支出の部
	
	
	
	
	
	
	

	科目
	予算額
	決算額
	
	
	支出済額
	未払額
	備考

	　賃借料
	7,955,380
	8,860,819
	
	
	8,860,819
	　0
	　

	諸謝金
	3,277,000
	4,525,800
	
	
	4,525,800
	　0
	　

	食材費
	1,542,550
	608,746
	
	
	608,746
	　0
	　

	交通費
	1,393,600
	202,750
	
	
	202,750
	0
	

	宿泊費
	290,000
	101,616
	
	
	101,616
	　0
	　

	消耗品費
	1,594,150
	2,372,901
	
	
	2,372,901
	　0
	　

	賞状・賞品・参加記念品代
	1,897,500
	1,213,396
	
	
	1,213,396
	　0
	　

	広報宣伝費
	1,386,400
	364,800
	
	
	364,800
	　0
	　

	委託料
	3,940,000
	4,901,663
	
	
	4,901,663
	　0
	　

	什器備品費
	315,000
	305,086
	
	
	305,086
	　0
	　

	会合費
	30,000
	0
	
	
	0
	0
	

	印刷製本費
	735,810
	946,205
	
	
	946,205
	0
	

	保険料
	1,057,500
	497,880
	
	
	497,880
	0
	

	通信運搬費
	190,000
	80,367
	
	
	80,367
	0
	

	　雑費
	345,110
	10,938
	
	
	10,938
	0　
	　

	支出合計
	　25,950,000
	24,992,967
	
	
	24,992,967
	　0
	　


